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請
願
・
陳
情

補
正
予
算

八
峰
町
沢
目
財
産
区
管
理
委
員
に

　
　
　

鈴
木
一
彦
氏（
岩
子
）を
再
任

採
択
さ
れ
た
陳
情

３ 第26号（平成24年10月10日発行）八峰町議会だより 第26号（平成24年10月10日発行）八峰町議会だより ２

今
９
月
定
例
会
は
９
月
12
日（
水
）

か
ら
21
日
（
金
）
ま
で
の
10
日
間
開

催
さ
れ
、
一
般
議
案
３
件
、
補
正
予

算
４
件
、
専
決
処
分
１
件
、
人
事
案

１
件
及
び
平
成
23
年
度
決
算
認
定
11

会
計
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
陳
情
を
２
件
審
議
し

ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
４
人
が
登
壇

し
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

●
八
峰
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

●
八
峰
町
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴
う

改
正
を
し
ま
し
た
。

＊
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
八
峰
町
分
収
造
林
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

国
の
間
伐
材
の
補
助
対
象
林
齢
が

変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
間
伐

施
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
条
例
改

正
し
ま
し
た
。

＊
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
八
峰
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

町
消
防
団
第
１
分
団
の
全
県
消
防

操
法
大
会
出
場
経
費
を
予
算
補
正
し

ま
し
た
。

＊
「
全
員
賛
成
」
で
承
認
し
ま
し
た
。

【
用
語
説
明
】

専
決
処
分･･･

本
来
議
会
の
議
決
・
決
定

を
経
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
柄
に
つ
い
て
、

町
長
が
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

67
号
）
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
議
会
の
議

決
・
決
定
の
前
に
自
ら
処
理
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

●
平
成
24
年
度
八
峰
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

１
１
７
４
万
４
千
円
を
減
額
補
正

主
な
歳
出
…
非
常
勤
特
別
職
公
務
災

害
補
償
基
金
負
担
金
、
小
型
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
機
購
入
費
、
漁
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
、
道
路
維

持
費
、
橋
梁
維
持
費
、
消
防
機
具
置

き
場
屋
根
改
修
費
な
ど

し
か
し
、
清
掃
費
と
道
路
新
設
改

良
費
の
減
額
が
大
き
く
、
歳
出
全
体

で
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
八
峰
町
介
護
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）１

３
１
万
８
千
円
を
追
加
補
正

主
な
歳
出
…
保
険
料
還
付
金
と
国

庫
支
出
金
等
過
年
度
分
返
還
金

＊
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
八
峰
町
営
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）２

４
７
０
万
２
千
円
を
追
加
補
正

主
な
歳
出
…
横
内
橋
添
架
管
移
設

工
事
費
及
び
小
手
萩
橋
配
水
管
添
架

工
事
費
な
ど

＊
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
八
峰
町
漁
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）２

１
８
万
３
千
円
を
追
加
補
正

主
な
歳
出
…
岩
館
地
区
処
理
場
内

の
散
水
ポ
ン
プ
槽
清
掃
作
業
手
数
料

＊
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
八
峰
町
沢
目
財
産
区
管
理
委
員
の

選
任鈴

木
一
彦
氏
（
岩
子
）
を
再
任

＊
「
全
員
賛
成
」
で
同
意
し
ま
し
た
。

●
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
「
地

方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組

み
」
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
に
つ
い
て

（
提
出
者
　
全
国
森
林
環
境
税
創
設

促
進
議
員
連
盟
　
会
長
　
板
垣
一

徳
）衆

議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内

閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務
大

臣
・
国
家
戦
略
担
当
大
臣
・
農
林
水

産
大
臣
・
環
境
大
臣
・
経
済
産
業
大

臣
に
意
見
書
を
提
出

●
少
人
数
学
級
の
推
進
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
２
分
の
１
復
元
に
係

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情
書

（
提
出
者
　
秋
田
県
教
育
組
合
　
執

行
委
員
長
　
伊
藤
正
通
・
秋
田
県
教

職
員
組
合
　
能
代
山
本
支
部
　
支
部

長
　
佐
々
木
　
徹
）

内
閣
総
理
大
臣
・
内
閣
官
房
長

官
・
文
部
科
学
大
臣
・
財
務
大
臣
・

総
務
大
臣
へ
意
見
書
を
提
出

【
用
語
説
明
】

請
願
書
・
陳
情
書･･･

町
民
の
皆
様
が
町

政
に
つ
い
て
持
っ
て
い
る
要
望
や
意
見
を

文
面
に
て
町
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
町
議
会
議
員
が
そ
の
内
容
に

賛
意
を
表
し
、
紹
介
議
員
（
議
員
が
署
名

ま
た
は
記
名
押
印
）
と
な
っ
た
も
の
を
請

願
書
と
い
い
ま
す
。
陳
情
書
と
は
紹
介
議

員
が
な
い
場
合
の
も
の
を
い
い
ま
す
。

議会風景教育民生常任委員会としての意見を述べる松岡委員長 総務常任委員会としての意見を述べる丸山委員長


